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神小だより 第１２号
令和６年２月９日

立春を過ぎ、暦の上ではもう春です。まだまだ寒い日が続いています

が、春はもうすぐそこまで来ているようです。

さて、神領小学校は今年度１５０周年を迎えました。明治６年に創立

され、地域の方々に大切に守られ今年を迎えることができました。本橋

大輔さんのご厚意で、児童職員が運動場に整列した創立１５０年を祝う

人文字を撮影していただきました。右の写真をプリントしたクリアファ

イルを作成し、２月８日（木）に配付しました。

これまでもそうであったように、これからもずっと「地域とともにある学校」をめざして取り組ん

でまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

２月８日(木)、令和５年度のアリス祭りを実

施しました。大南信也さんをお招きし「アリス

ちゃんが教えてくれること」というテーマでご

講演をいただきました。その後は６年生が中心

となり、スマイル班対抗「神領小学校の歴史ク

イズ」を企画・運営してくれました。

知らなかった神小のことをしっかり調べ、わ

かりやすくみんなに伝えてくれました。他の学

年の児童もとても楽しんでいました。神領小の

１５０歳をみんなでお祝いすることができたよ

うに思います。６年生も、１５０年記念の卒業

生としての「特別感」を感じられたのではない

でしょうか。

全国約２万校の小学校に、アメリカメジャーリーグロ

サンゼルスドジャースの大谷翔平選手からグローブをい

ただきました。神領小学校にも右利き用２個、左利き用

１個が届きました。１月２２日(月)の昼休み、全校児童

でお披露目会を実施しました。全員が「使ってみたい」

とのことだったので、箱の中から数字の書かれた封筒を

一つずつ引きました。さながらプロ野球のドラフト会議

のような盛り上がりでした。そのあと数字の順番でみん

ながグローブを使ってみました。自然発生的に応援の声

が広がるなど大いに盛り上がりました。大谷選手が願っ

たとおりの風景が広がっていたように感じました。

１５０年記念写真

本橋大輔さん撮影
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１月２６日(金)、今年度最後の授業参観を実施しました。人権学習をテーマにそれぞれの学年の発

達段階に応じた学習を参観していただきました。

１月３０日(火)、今年度最後のアリスタイムで１年生が発表しまし

た。練習してきた早口言葉と合奏を全校児童の前で堂々と披露してく

れました。その後の上学年児童からの質問にも積極的に手を挙げて答

える姿に、１年間の大きな成長を感じました。

２月１日(木)に神山中学校で体験入学があり、６年生が

参加しました。最初に国語・社会・理科・英語・技術・音楽のグループに分か

れ授業を体験しました。次に、生徒会役員の皆さんから神山中学校の生活につ

いてガイダンスを受けたり、部活動紹介のビデオを見せてもらったりしました。

その後、生徒会企画のゲームを楽しみました。参加した６年生は、体験入学を

通して中学校での生活が少しイメージできたようです。残り少なくなってきた小学校での生活。一日

一日を大切に過ごしてほしいと思います。

１年生 かみさまからのおくりもの ２年生 わたしのいのち ３年生 権利ってなんだろう

４年生 ２分の１はたちの会

～思い出に残る笑顔の会にしよう～

５年生 ちがいのちがい ６年生 手紙～今、伝えたいこと～

校長室から ～「大谷さんのグローブが届いた日」と「アリスちゃんが来た日」～
全国の小学校に大谷さんからグローブがいただけるという報道があってから、毎日のように「校長先生もう届きましたか。」

と聞いてくれる子供たち。「申請手続きにミスはなかったかなあ」とちょっぴりプレッシャー。教頭先生が教育委員会から
グローブを持ち帰ってくれたときはホッとしました。そして、お披露目会。子供たちはこんなに楽しみにしていたんだなあ
とあらためて実感しました。それと同時に、何か「子供たちのこの感じ」遠い記憶にあるような・・・。
思い出しました。青い目の人形アリスちゃんを描いた物語「嵐の中に咲いた花」に出てくる、アリスちゃんの到着を「今

か。今か。」と待ちわびる神山尋常小学校の子供たちでした。物語を書かれた原田一美先生は、子供たちだけでなく、取り
巻く大人も含めて、村全体の大イベントになっていた様子をコミカルに描いています。物語の中では、アリスちゃんは校長
先生の胸に抱かれ、保護者の方が用意してくださった人力車に乗って、神領までやってくるのです。
もうかなり昔に読んだ物語でしたが、何かの拍子に思い出すものですね。神小は１５０周年を迎えました。子供たちはい

つの時代も純粋で素直であり、その目を輝かせていただいた大谷さんにもギューリック博士にも心から感謝申し上げます。
本当にありがとうございました。
さてこの本、図書室にはたくさんあります。保護者の皆様もぜひ一度。何か大切なことが見つかるかも・・・。


